
博 士 （ 工学 ）森 下  満

学 位 論 文 題 名

「時層色環」分析を中心とした町並み色彩の変容と

    形成に関する研究

学位論文内容の要旨

  現代の町並み色彩をめぐる根本的を課題は、建築の素材色に規定されていた時代から自由を塗装

色の時代へと変わった中で、個性的で魅カある、すぐれた町並み色彩とは何か、また、そのようを

町並み色彩をどのようにすれば形成できるのかにある。この課題に対して、塗装色の時代になって

以降現在までの100年余の間に、地域や人々の間で色彩が生活文化としてどのように培われてきた

の か を 掘 り 起 こ し 、 解 き 明 か す こ と が 教 に よ り も ま ず 求 め ら れ て い る 。

  本研究の目的は、地域において人々が日常生活の中で建物の塗装色とどのようにかかわりあっ

てきたのかをとらえ、町並みにおける人々と色彩との歴史的、文化的、生活的を関係をあきらかに

し、その中からこれからの町並み色彩のあり方を見出そうとすることにある。具体的には、塗装色

の代表例であるべンキが、建物の維持管理上必要を数年単位の塗り替えという、住民の周期的を生

活行為が直接的に町並みの形成、維持にむすびっく、生活景のーつの典型タイプであることに着目

し、日本において洋風の下見板張り建築様式とともにべンキが導入された明治期から現在までの間

に、どのように町並みの色彩として形成され、変容してきたのかをあきらかにする。そして、その

変容過程の中で、町並みの形成、維持にかかわる色彩選択、決定の原理を抽出し、特徴ある色彩形

成のしくみをとらえようとするものである。

  本 論 文 は 全 9章 で 構 成 し て お り 、 各 章 の 概 要 は 以 下 の と お り で あ る 。
  第1章では、課題の提示と研究の目的、動機と意義、方法について論述するとともに、主題に関

する既往研究について概括し、本研究の位置づけをおこをった。

  第2章では、ベンキ色彩の町並みの変容を実証する主要を方法と・して、「時層色環」という新し

い概念を提示し、その調査、分析の手法について具体的に論述した。時層色環とは、下見板張り建

物の外壁等のべンキ塗膜を紙やすりで円環状に削ることによって得られる、同心円状の模様をした

古いべンキ層のことであるが、そこにはべンキ色彩にまつわる人々の生活や地域の歴史が蓄積され

ており、その分析によってべンキ色彩と時代、地域の環境やコミュニティ、人々の生活との関係を

さぐることができる。

  第3章では、わが国の代表的をべンキ色彩の町並みとして、一般庶民の住宅群で構成されている
函館市西部地区をとりあげ、明治初期の1860年代頃から現在までの色彩変容をあきらかにした。

多くの建物が数年単位でべンキを塗り替える時に以前とは異顔る色を使い、町並み全体としては

20年から30年の周期で色彩が変化していること、大火や戦争による色の選択の不自由を時代を除

き、多様を色彩の町並みが形成されていたことがあきらかになり、この変化と多様の中で一定の調

和をたもっているところに町並み色彩の特質があることをとらえた。また、多様を中にも、とくに

戦後はパステル調のピンク系や緑系の特徴的顔色がみとめられ、それは地区の代表的を建物や船舶

の色が住民に評価され、受容されて地域に広がるという、コミュニティによる地域環境価値評価型

の町並み色彩形成がとらえられた。
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  第4章では、もうーつの代表的をべンキ色彩の町並みとして、外国人の住宅群、いわゆる異人館

で構成されている神戸市北野町山本通地区をとりあげ、1880年代頃から1990年代までの色彩変容

をあきらかにした。従来特徴とされてきた色彩とはまったく異をる多様を色が1960年代以前には

使われ、そこには様々を外国人の色彩文化が反映され、外来文化主導型の町並み色彩が形成されて

いた。それが、戦争による外国人の国外退去や異人館の取り壊しをどの急激を環境変貌に対するコ

ミュニティの結束の表現として、1960年代以降、オフホワイト系やライトベージュ系の色彩への

統一化がはかられ、地域コミュニテイ主導型の町並み色彩へと変化したことがとらえられた。

  第5章では、日本の下見板張ルベンキ塗り建物の主要を原型として、アメリカのボストン市周辺

地区をとりあげ、1850年代頃から1980年代頃までの色彩変容をあきらかにし、函館、神戸との比

較分析をおこをった。ポストン市周辺地区では、19世紀後半にはヴィクトリアン様式の時代の流

行であった茶系、緑系の暗色の、様式建築文化主導型の町並み色彩が形成されていた。20世紀半

ば以降は灰系、白系の色への変化がみられ、これは戸建住宅地の豊かを緑の周辺自然環境調和型、

あるいはまた住民が憧憬する組積造の石のイメージ表現型をどへの変容ととらえられた。3地区の

下見板張り建築は形式が類似し、歴史的にもっながりがあるが、町並み色彩はそれぞれ異をり、地

域の固有性があり、そこには地域の歴史、文化や住民の生活、意識が反映されていた。そのために

また、時代によって町並み色彩が変化することは共通していた。

  第6章では、函館市西部地区における色彩選択、決定のしかたを人々の生活とのかかわりから詳

細に分析し、ベンキ色彩の町並みの形成、維持のしくみを構造的にあきらかにした。ベンキ塗装が

住民の暮らしの場面と関係づけられ、生活レベルで様々を意味をもち、その記憶を基盤として、住

民と塗装業者、近隣による色彩選択時の対話、相談や、建物や周辺環境の特質に対する価値評価の

システムが相互に関係づけられた構造がとらえられた。

  町並み色彩の特徴をたもつには、この構造的をしくみを維持することが必要であるが、函館市西

部地区において近年、下見板張り建物の減少をどの変化にとも顔い、このしくみが弱体化する傾向

にある。第7章では、こういう状況の中で、1990年代以降に新しく展開されてきた市民によるぺ

ンキ塗ルボランティア活動と行政による町並み色彩コントロールが、従来のしくみの構造を補強、

継承し、町並み色彩の特徴をたもつ役割を果たしていることをあきらかにした。

  第8章では、町並み色彩計画のあり方について論述している。前章までの成果から、町並み色彩

は地域の歴史、文化が表現され、地域コミュニティ単位の固有性をもち、地域住民の社会的を生活
意識が視覚的に表現され、現象的にも実体的にも変化し、生活の物語として地域住民の生活との濃

密なかかわりをもつ、複合的、重層的なものであるととらえ、これを「生活環境色彩」と定義づけ

た。従来の町並み色彩計画論における「自然環境色彩」と「近代科学色彩」の2つの原理に、この

「生活環境包彩」を加えて枠組みを広げることにより、地域住民が日常生活とのかかわりの中で色

彩をより身近をものとしてとらえ、町並みへの関心を高める効果が期待でき、これら3軸の関係か

ら町並み色彩計画のあり方を考える必要性、重要性を論じた。

  第9章では、本研究の要約をおこをい、結論として、(1)町並み色彩変容研究の方法論として、時

層色環の調査・分析手法を開発した。(2)その手法を用いて、函館、神戸、アメリカの3地区にお
ける町並み色彩の歴史的変遷の事実を解明した。町並み色彩はそれぞれの地区によって異をる固有

性をもっていると同時に、不変的なものではをく、時代によって変化するものであることがとらえ

られた。(3)町並み色彩の形成、変容には地域の歴史、文化や住民の生活、意識が反映されている

ことを実証的、具体的にあきらかにした。とくに、住民の生活とのかかわりから、それぞれの色彩

がもつ意味や物語をとらえた、(4)特徴ある町並み包彩を形成し、維持するしくみとして、住民ら

の多様を主体による協議と、地域の環境の特質やコミュニティとの関係の中で価値評価がおこ教わ

れる色彩選択、決定のシステムをあきらかにした。(5)このようを町並み色彩のあり方を生活環境

色彩という新たを概念で示し、それを取り込んだ町並み色彩計画論を展開した。すぐれた町並み色
彩の形成には、建物群の色彩の調和という物的環境の意匠的側面の整備にとどまるものではをく、

生活環境色彩を地域の中に発見し、それを育成していくことが重要であることを論じた。
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学 位 論 文 題 名

「時層色環」分析を中心とした町並み色彩の変容と

    形成に関する研究

  町並み色彩をめぐる根本的を課題は、すぐれた町並み色彩とは何か、それをいかにして形成する

かにある。本論文は、日本に洋風の下見板張り建築様式と共にべンキが導入され、自由を塗装色の

時代にをった明治期以降現在までの、地域の町並み色彩の変容と形成の過程を探り、色彩が生活文

化として培われてきた実態を明らかにし、特徴ある町並みの形成、維持にかかわる色彩選択、決定

の原理を抽出することを目的とし、それを通じてこの課題に接近しようとしている。

  本 論 文 は 9章 か ら 構 成 さ れ て お り 、 各 章 の 概 要 は 以 下 の 通 り で あ る 。

  第1章では、研究の目的、動機と意義、方法、論文の構成について述べている。

  第2章では、木造下見板張り建物の外壁等のべンキ塗膜を紙やすりで削り、古いべンキ層を発掘

する、簡便を調査手法を提示している。古いべンキ層には色彩にまつわる人々の生活の歴史が蓄積

されており、その分析によってべンキ色彩と時代、地域の環境やコミュニティ、人々の思い等との

関係を探ることができ、これを「時層色環」という概念で示し、その分析手法を開発している。

  第3章から5章では、時層色環の調査・分析手法を用い、日本の代表的を下見板張り建物ベンキ

色彩からをる町並みとして、一般庶民の住宅群からをる函館市西部地区と外国人の住宅群からをる

神戸市北野町山本通地区、これらの原型と考えられるアメリカ・ポストン市周辺地区の3地区をと

りあげ、19世紀半ぱ頃から現在までの町並み色彩の変容過程を明らかにし、3地区の下見板張り建

築は歴史的をっをがりがあるが町並み色彩の特徴はそれぞれ異をり、そこには地域の歴史、文化や

住民の生活、意識が反映されていること、また時代による町並み色彩の変化は共通していることに

ついて比較考察を行っている。

  第3章では、函館市西部地区において、多くの建物が数年単位でぺンキを塗り替える際に以前と

は異をる色を使い、町並み全体としては20～30年の周期で色彩が変化していることと、多様を色

彩の町並みが形成されていたことを把握し、この変化と多様さの中で一定の調和を保っているとこ

ろに町並み色彩の特質があることを明らかにしている。

  第4章では、神戸市北野町山本通地区においては従来外壁のオフホワイト系やライトベージュ系

の色彩が特徴とされてきたが、1960年代以前にはこれらとは全く異をる多様を色彩が使われ、そ
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  こには様々を外国人の色彩文化の反映による外来文化主導型の町並み色彩が形成されていたこと、

  1960年代以降は、戦争による外国人の国外退去や建物取り壊し等の急激を環境変貌に対する住民

  の結束の表現として、地域コミュニティ主導型の統一的を町並み色彩へと変化したことを明らかに

  している。

    第5章では、アメリカのポストン市周辺地区において、19世紀後半にはヴィクトリアン様式の

  流行であった茶系、緑系の町並み色彩が形成されていたが、20世紀半ぱ以降は灰系、白系の色へ

  の変化がみられ、これは住民が憧憬する組積造の石のイメージ表現教どへの町並み色彩変容である

  ことを明らかにしている。

    第6章では、函館市西部地区における色彩の選択、決定のしかたを人々の暮らしとのかかわりか

  ら分析し、ベンキ塗装が住民の生活レベルで様々を意味や物語をもち、住民がその記憶を基盤に塗

  装業者等と色彩選択時に相談をし、建物や周辺環境の特質に対して価値評価を行うという構造をと

  らえ、それが特徴ある町並み色彩の形成、維持のしくみとして働いていることを明らかにしている。

    第7章では、函館市西部地区において、1990年代以降に新しく展開されてきた市民によるぺン

  キ塗ルポランティア活動と行政による町並み色彩コントロールが、従来の町並み色彩形成のしくみ

  を継承し、町並み色彩の特徴を維持する役割を果たしていることが示されている。

    第8章では、前章までに明らかにされた町並み色彩の有り様を「生活環境色彩」と定義づけ、従

  来の町並み色彩計画に生活環境色彩を加えることにより、地域住民が日常生活とのかかわりの中

  で色彩をより身近橡ものとしてとらえ、町並みへの関心を高める効果が期待できることを論じて

  いる。

    第9章では、各章における成果を要約し、結論を述べている。

    これを要するに、筆者は、時層色環の調査・分析手法を開発し、それを用いて実際の地域におけ

  る下見板張り建物ベンキ色彩から橡る町並みの変遷の事実とその生活文化的背景、特徴ある町並み

  色彩形成・維持のしくみを明らかにし、それらを生活環境色彩という概念で示し、新たを町並み色

  彩計画論を展開したものであり、建築色彩学、建築計画学、建築都市学に対して貢献するところ大

  をるものがある。よって筆者は、北海道大学博士（工学）の学位を授与される資格があるものと認

  める。
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